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「両会」 ）の合意にある。その際、口頭で双方の関係に して「一個中国、各自表述」 （一つの中国、それぞれが﹇自ら 表現で﹈表明する）とすること した。国民党はこれを中台間の暗黙の合意にとどめず、国際社会における台湾地位を中国に認めさせ を目論んだ。　
中国は李登輝総統を隠れ独立派
であると警戒し、 「二つの中国」 「湾は既に独立国家」 （独立台湾）










権交代後は、国民党の馬英九総統が中国に配慮し 「中台関係は国と国でなく、地区と地区の関係」と述べた。そのため、民進党を含めた台湾本土派は「一九九二年コンセンサス」 いう「一つの中国原則」 同じで、台湾の地位を貶めると危惧し　
とはいえ、馬英九政権は窓口機
関を通じて中国と多数の「両岸協議」 （条約と違い、批准が不要）を締結したほか、 央省庁の直接接触や閣僚会談、首脳会談も実現し、中台関係は政府間関係に大きく近づいた。また、中国の妨害が減ったことで、日本やアメリカとの関係も進展し、 世界保健機構 （ＷＨＯ）への部分参加も実現した。　
このため、民進党は政権奪還後
も中台関係を維持する必要 あると考え、蘇貞昌主席 もとで対中国政策の修正を模索した。 謝長廷 ・元同党主席・元行政院長（現在の駐日代表）も「 華民国憲法にあ
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る『一つの中国』 」 （憲法一中）を提案した。こうした動きは、馬英九政権が中国と結んだ「両岸サービス貿易協定」の発効を阻止した「ひまわり学生運動」 （二〇一四年三～四月）で歯止めがかかり、蘇貞昌主席も退任表明した。　
同年五月の民進党主席選挙では、





























（2012 年 10 月 20 日、筆者撮影）
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